伯耆町総合教育会議　会議録(この会議録は発言を要約したものである。)
	召集年月日
	令和元年10月2日（水）

	召集場所
	伯耆町役場　本庁舎　応接室


	開会時間
	午後3時00分
分　伊藤委員長　開会宣言

	出席者
	町長：森安　保
副町長：阿部　泰
教育長:後藤　弥

教育委員：大木寿之、羽田成夫、松岡和代、濱田真代

	事務局等

出席職員
	総務課:岡本課長、若林室長
教育委員会事務局:橋本次長
	会議録作成

職　　　員
	総務課室長
若林成人

	提出議案等
	１　開会

２　議題
（１）令和２年度教育の重点について
　　①学校教育
　　②社会教育
３　その他
４　閉会

	閉会時間
	午後3時57分


会議の顛末
	森安町長
	【開会あいさつ】

・本会は、法律で定められた会でもあるので、日頃の状況などを確認しあいながら教育行政について議論をお願いしたい。

	岡本課長
	議題について、教育委員会から説明をお願いします。

	橋本次長
	【議題（１）説明】
「伯耆町教育振興基本計画（H30-R2）の概要」に基づき令和２年度の重点事業について説明します。

	橋本次長
	【議題（１）①説明】
「（１）令和２年度教育の重点について　①学校教育　小中一貫学力・人間力定着促進事業　英検ジュニア受験支援」について、資料に基づき説明。

	橋本次長
	・今年度は、６月に小学校の保護者アンケートを行ったところ、１８名の受験希望があった。年３回開催されるが、１０月５日の第２回には、小学生５名が受験する。

	後藤教育長
	・鳥取県も英語学力の向上には、課題意識を持っており、英検より簡易なＩＢＡを中学２年生全員が受験するよう予算化されている。
・本町では、小学校３年生からの成果の確認として６年生全員に英検ジュニアを、そして中学２年生での英検ＩＢＡ、中学３年生での英検３級という流れを作りたいと考えている。

	岡本課長
	説明内容「小中一貫学力・人間力定着促進事業　英検ジュニア受験支援」について、意見等はありますか。

	森安町長
	・試行錯誤していくしかない。大学入試ですら今後どうなるかわからない状況であるので、みなさん（学生・保護者）が心配されていると思う。

	松岡委員
	・公立高校では、ＧＴＥＣを選ばれた状況にあり、慣れている英検が選ばれていないので、今後不安である。

	森安町長
	・ＴＯＥＩＣも除外されている状況にあるので、今後も不透明である。
・外部受験の流れにあり、大学等を目指される子供ばかりではないが、そこを目指される子供たちは当然英語に向かっていくため、やはり大学入試が定まってもらわないと検討も難しい。
・英語に慣れ親しむことが目的なら、他の教科を削ってまでするのかという議論にもなる。

	大木委員
	・小学校での教科として英語があるため、英語に親しむきっかけとして必要である。

	森安町長
	・義務教育課程で、町としては、子供たちにいろんな可能性、職業選択ができる学力や人間力を付けることが大目標であるため、英語がすべての子供に当てはまるわけではない。そのため、どこまですべきかは、議論する必要がある。
・外国人に触れ、多言語に楽しむということであれば良いが、すべての子供になると、どこまですべきかは、教育委員会で考えてもらいたい。

	後藤教育長
	・小学校の英検受験をすべての子供・保護者が求められているものではなく、少ない。ただ、町としては、みんな平等な機会を与えるべきと考えている。

	森安町長
	・学校に配置しているパソコンの台数にもよるが、パソコンに教材を入れ、聞き親しむということができれば、親しむという点ではそれも方法の一つと考える。
・今後は、ＡＩで英語の勉強ができるようになるのではないか。現在は教材が高すぎるが、今後に期待する。親しむことの環境整備と、資格を取ろうとする子供に支援していくイメージで良いのではないかと思う。
・現場にあった状況で、予算執行は気にせず、見直していってもらえば良い。

	濱田委員
	・英検ジュニアは、ほとんどがリスニングの問題で、質問に対してあっているものに○を、絵を見ながら答えるという問題が多い。小学生は、聞く・話すが主なので則したものと思う。
・英検ＩＢＡは、英検に則した問題であった。
小学生向けは、英検ジュニアだと思う。

	松岡委員
	・英検ジュニアは、合否判定ではなくランク付けであったので、そういった情報を保護者に流せば、受験者数は上がると思う。英検と聞くと構えてしまう。

	大木委員
	・翻訳機械での同時通訳、スマートフォンでも翻訳などできるようになってきているが、教育委員会としては、英語を学ぶ場、学ぼうとする意識を伸ばすことが重要と考えている。

	森安町長
	・何のために英語を勉強するのか、目的を考えていく必要がある。

	橋本次長
	【議題（１）②説明】
「②社会教育　青雲寮の複合施設への移行及び整備」について、資料に基づき説明。

	森安町長
	・既に取り組んでいるので、引き続き進めていく。

	橋本次長
	【議題（１）②説明】
「②社会教育　図書館システムの更新（新規）」について、資料に基づき説明。

	後藤教育長
	・二部・日光公民館の機器を学校に移設する話をしていたが高額であり見送っている。更新経費も高額であるため、学校、役場のパソコンを含めて更新計画を立てる必要がある。

	森安町長
	・図書館は、システムではなく、本があっての施設なので、高額なシステムに拘ることなく検討をお願いしたい。

	大木委員
	・米子図書館は、スマートフォンで検索でき便利だと感じたが、システム経費を考えるとどうかと思う。

	後藤教育長
	・県立図書館を中心としたネットワークシステムが更新されるタイミング、どうされるかがポイントとなると考える。

	森安町長
	・図書館としては、住民ニーズに対応するためのシステム整備は必要であるが、県及び他市町村の状況を確認・整理して更新すべきである。

	橋本次長
	【議題（１）②説明】
「②社会教育　鬼の館長寿命化改修工事（新規）」について、資料に基づき説明。

	森安町長
	・財源となる過疎対策事業債が続くかがポイントとなる。今の過疎法は来年度まで。来年設計して、新過疎法となる３年度で施工してはどうか。

	後藤教育長
	・問題となっているのは、吊り天井と空調機器の老朽化、そして、利用者からは音響の簡素化を言われている。
・雨天の時でも使用できるようにグランドの一部を駐車場としたい。

	森安町長
	・放送センター前など改修して舗装等すれば、駐車場が確保できる。
・放送センターを改修する必要もあるので、それらを含め工程を作ってみてはどうか。

	岡本課長
	（その他の意見等を確認。）

	阿部副町長
	・小学校にもＡＬＴを入れているが、小学生にどうか。

	松岡委員
	・英語での質問であったり、会話であったり授業も上手。

	濱田委員
	・英語が全員好きというわけではないが、将来のためにと思う子もいるので、そういう芽を伸ばす環境を作ってあげたい。

	森安町長
	・日常で、耳に入る英語は多くなってきていて、日本人が会話できるようになるのは難しいことではない。英語を聞く環境はあるので、教科としてどうするかは難しいので、整理が必要。

	後藤教育長
	・中学生は、聞くことばかりでなく、書くことも求められる。

	松岡委員
	・英語に触れる環境は必要と考える。外国人が多く住む地域では、英語で会話することが日常になっている。

	羽田委員
	・臆さないで、英語に対して向かっていく子は英語力が伸びる。

	森安町長
	・義務教育が終わるときにどうあるべきか。また、大学受験のあり方と密接に係わってくるので、教育委員会で議論してもらいたい。

	後藤教育長
	・伯耆町教育振興基本計画は、令和２年度までとなっている。３年度からは、伯耆町総合計画に沿って見直しを行っていく。

	岡本課長
	（そのほかに意見等が無いことを確認した。）
（次に「その他」の案件がないことを確認した。）
以上で閉会します。
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